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　　多くの企業の設立や育成に携わる一方で、福祉や教
　育などの社会事業にも尽力した渋沢栄一翁の生き方や
　功績を顕彰するとともに、今日の企業家のあるべき姿
　を示すため、渋沢栄一の精神を今に受け継ぐ全国の企
　業経営者に「渋沢栄一賞」を贈呈する。

　(１)渋沢栄一賞事業費　　1,112千円

(１)事業内容
　　多くの企業の設立や育成に携わる一方で、福祉や教育などの社会事業にも尽力した渋沢栄一翁の生き方や功績を
　顕彰するとともに、今日の企業家のあるべき姿を示すために、渋沢栄一翁の精神を今に受け継ぐ全国の企業経営者
　に渋沢栄一賞を贈呈する。
　　受賞対象者は、以下のような活動を行っている全国の企業経営者。
　　　・企業倫理に則り健全かつ優れた経営を行っている。
　　　・社会貢献や地域貢献を行っている。

(２)事業計画
　ア　受賞者は、選考委員会の選考を経て、埼玉県知事が決定する。
　　(ｱ)　選考委員会　経済団体代表・新聞社等で構成。受賞候補者を選考する。
　　(ｲ)　幹　事　会　経済団体役員・主催団体職員で構成。選考事務の整理等を行う。
　イ　日　程
　　・ 6月～ 9月　候補者募集
　　・10月～12月　受賞者選考
　　・ 1月　　　　受賞者発表
　　・ 2月　　　　表彰式

(３)事業効果
　　受賞者の功績を伝える報道や本人の声を通じて渋沢栄一の功績が全国に広まるとともに、企業経営者に目標と
　なるべき経営者像を示している。

(４)県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　渋沢栄一の出身地である深谷市及び渋沢栄一の顕彰等を行う公益財団法人渋沢栄一記念財団と共催する。
　　また、公益財団法人埼玉県産業文化センターの協賛を得て、候補者選定、表彰式等の事業を実施する。

２　事業主体及び負担区分
　　（県10／10）

３　地方財政措置の状況
　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　　事業に係る人件費：3,800千円（0.4人）

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 1,112

前年額 1,112 1,112

― 産業労働部 1 ―

稼げる力の向上

1,112 0

産業人材の確保・育成



 

事業名

単位事業名 予算額 1,112千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 294 0 選考委員謝金、幹事会謝金

需用費 684 0 副賞代・額代、募集案内印刷代、ポスター作成代

役務費 54 0 賞状筆耕料、賞状・副賞　受賞者宅配送料

使用料及び賃借料 80 0 商工データ取得料

合計 1,112 0

事業内訳書

渋沢栄一賞事業費

渋沢栄一賞事業費

主な内容


